
資料１－２　食育関連事務事業評価・所属（担当部署等）別事業内訳

予算 実績 目標値 実績値 達成率 貢献度 有効性 投下量 評価結果 評価結果を踏まえた課題・今後の方向性

Ｈ21
・地域の食文化を伝えていく取り組みとして、市広報紙で「いわきフード記」と
題し伝統料理を紹介する連載（12回）を実施した。
・市広報紙10月号では、特集「進めよう　いわきの食育」を掲載した。

57,605 50,796 Ｈ21 12回 13回 108%

Ｈ22
・市広報紙で、食育に関する講座や教室、イベントの開催情報
などを随時掲載した。

53,518 46,597 Ｈ22 1回 2回 200%

Ｈ24
・市広報紙で、食育に関する講座や教室、イベントの開催情報
などを随時掲載した。

54,659 52,109 Ｈ24 1回 1回 100%

Ｈ25
食育に関する取り組みやイベントなどえを適時適切な時期に、
市広報紙に掲載することにより、広く市民に食育に関する広報
を行っている。

53,723 ― Ｈ25 1回 ― ―

Ｈ21
・開催回数：４回
・参加人数：３２組７２人
・講師：市栄養士

0 0 Ｈ21

Ｈ22
・開催回数：２回
・参加人数：２５組５０人
・講師：市栄養士

0 0 Ｈ22

Ｈ24 未実施 0 0 Ｈ24

Ｈ25 予定なし 0 ― Ｈ25

Ｈ21
・開催回数：1回
・参加人数：24人
・講師：市栄養士

0 0 Ｈ21

Ｈ22
・開催回数：1回
・参加人数：20人
・講師：市栄養士

0 0 Ｈ22

Ｈ24 未実施 0 0 Ｈ24

Ｈ25 予定なし 0 ― Ｈ25

Ｈ21

＜特定健診＞個別健診（医療機関）及び集団健診（検診車）
により実施。
　○受診者数：15,262人（受診率25.6％）
＜特定保健指導＞委託（いわき市医師会）及び市直営（各地
区保健福祉センター）で実施。
　○利用者数：230人（利用率11.4％）　○終了者数：154人
（利用率7.6％）

313,917 154,322 Ｈ21
①43％
②45％

①25.6％
②7.6％

①59.5％
②16.9％

Ｈ22

＜特定健診＞個別健診（医療機関）及び集団健診（検診車）
により実施。
　○受診者数：15,321人（受診率25.7％）
＜特定保健指導＞委託（いわき市医師会）及び市直営（各地
区保健福祉センター）で実施。
　○利用者数：217人（利用率11.3％）　○終了者数：147人
（利用率7.7％）

336,946 165,106 Ｈ22
①50％
②45％

①25.7％
②7.７％

①51.4％
②17.1％

Ｈ24

＜特定健診＞個別健診（医療機関）及び集団健診（検診車）により
実施。
　○受診者数：15,957人（受診率24.0％）
＜特定保健指導＞委託（いわき市医師会）及び市直営（各地区保
健福祉センター）で実施。
　○利用者数：108人（利用率6.0％）　○終了者数：12人（指導継
続中）
H24は暫定値

273,939 175,780 Ｈ24
①65％
②45％

①24％
②   ―

①36.9％
②  ―

Ｈ25

＜特定健診＞個別健診（医療機関）及び集団健診（検診車）
により実施。（平成25年5月～平成26年1月）
＜特定保健指導＞委託（いわき市医師会）及び市直営（各地
区保健福祉センター）で実施。（平成25年5月～平成26年3
月）

248,235 ― Ｈ25
①30％
②20％

― ―

見直し

本市では、さらなる男女共同参画社
会の推進を図るため、「いわき市男女
共同参画推進条例」を平成23年度4
月1日に施行し、本条例において、
市、教育関係者、市民、事業者のそ
れぞれの責務を規定した。このことか
ら、各部署において、家庭における役
割分担意識の見直しを促すなど、男
女共同参画の視点を取り入れていた
だき、男女共同参画について学ぶ機
会を市民の皆様に提供していただくよ
う総合的に推進を図ることとする。

A－４　　３点Ｈ23 東日本大震災の影響により開催中止 0 0

現行

現行どおりの事業内容で今後も継続
していくが、広報紙の特性上、緊急的
な情報・話題が発生した場合は、その
記事が優先されるので、必ずしも計画
通りに広報・周知できるとは限らない。

①「広報いわき」への関
連記事の掲載

総括評価

  A－１　　　３点
　C－１　　　３点
　D－２　　　４点
　D－３　　　４点

Ａ-４ Ｈ15～
父親が子どもと一緒に参加する料理教室の開催により、男女共同参画につ
いての啓発を行うとともに、父と子のふれあいを深める。

小 学 生 と その 父親 C

対 象

Ｈ２１～ Ｈ23

個別評価

指標名

1回 100% B A B

所属 № 事 業 名
分野
記号

実　施
年　度

事 業 概 要 ・ 目 的 等

行
政
経
営
部

広
報
広
聴
課

1 広報紙等発行事業

Ａ－１
Ｃ－１
Ｄ－２
Ｄ－３

3
男女共同参画基礎講座
「あなたが創る、団塊世代の
シニア・ライフ」

市
民
協
働
部

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

市政情報紙「広報いわき」を主な媒体とし、食育に関する知識や情報の提
供、地域における取り組みを紹介していくことにより、食育運動の推進や普及
啓発に資する。

全 市 民 Ｈ23

主 な 平 成 24 年 度 事 業 実 績 ・ 平 成 25 年 度 事 業 予 定

事業費(単位：千円） 成果指標

・市広報紙で、食育に関する講座や教室、イベントの開催情報
などを随時掲載した。

61,804 57,992 1回

現行Ｈ20～

メタボリックシンドロームに着目した特定健康診査を実施し、その結果、
生活習慣病および予備軍を減少させるための保健指導を必要とする
ものに対し、特定保健指導を実施することにより、糖尿病等の生活習
慣病の発症や重症化を予防する。

実施年度中４０歳
～７５歳未満の国
民健康保険加入
者

①特定健診受診率

Ｈ23

Ｈ23

Ｈ23 C－１　　３点Ｈ23

＜特定健診＞個別健診（医療機関）及び集団健診（検診車）
により実施。
　○受診者数：13,626人（受診率23.4％）
＜特定保健指導＞委託（いわき市医師会）及び市直営（各地
区保健福祉センター）で実施。
　○利用者数：141人（利用率8.7％）　○終了者数：68人（利
用率4.2％）

306,140 163,730
①58％
②45％

①23.4％
②4.2％

①40.3％
②9.3％

②特定保健指導実施率

国
保
年
金
課

4 特定健康診査事業

2 父と子の料理教室

第２期特定健康診査等実施計画が
平成25年3月に策定され、平成25年
度～平成29年度の目標値等が変更
となっている。今後は第２期計画に基
づき、事業展開を図る。また、特定健
診・特定保健指導ともに受診率・実
施率が低迷しており、本事業の必要
性についての周知等が課題である。

Ｃ－１

B D

Ｃ－１ Ｈ19～
団塊の世代に向けた男女共同参画社会についての啓発を行う連続講座の
一部として「食育」を兼ねた調理実習を実施

団 塊 の 世 代 の 方 Ｈ23 東日本大震災の影響により開催中止 0 0 見直しC B D

本市では、さらなる男女共同参画社
会の推進を図るため、「いわき市男女
共同参画推進条例」を平成23年度4
月2日に施行し、本条例において、
市、教育関係者、市民、事業者のそ
れぞれの責務を規定した。このことか
ら、各部署において、家庭における役
割分担意識の見直しを促すなど、男
女共同参画の視点を取り入れていた
だき、男女共同参画について学ぶ機
会を市民の皆様に提供していただくよ
う総合的に推進を図ることとする。

C－１　　３点

C B B
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資料１－２　食育関連事務事業評価・所属（担当部署等）別事業内訳

予算 実績 目標値 実績値 達成率 貢献度 有効性 投下量 評価結果 評価結果を踏まえた課題・今後の方向性
総括評価対 象

個別評価

指標名
所属 № 事 業 名

分野
記号

実　施
年　度

事 業 概 要 ・ 目 的 等 主 な 平 成 24 年 度 事 業 実 績 ・ 平 成 25 年 度 事 業 予 定

事業費(単位：千円） 成果指標

Ｈ21

・クリンピーの家における各種啓発事業の実施
・啓発冊子の作成
・リサイクル関連施設の見学会の実施
・市役所出前講座の実施
・各イベントでの啓発活動
・大規模建築物所有者等へのごみ減量指導

4,488 3,716 Ｈ21

Ｈ22

・クリンピーの家における各種啓発事業の実施
・啓発冊子の作成
・リサイクル関連施設の見学会の実施
・市役所出前講座の実施
・各イベントでの啓発活動
・大規模建築物所有者等へのごみ減量指導

6,672 6,497 Ｈ22

Ｈ24

・クリンピーの家における各種啓発事業の実施
・啓発冊子の作成
・リサイクル関連施設の見学会の実施
・市役所出前講座の実施
・各イベントでの啓発活動
・大規模建築物所有者等へのごみ減量指導

2,624 2,309 Ｈ24

Ｈ25

・クリンピーの家における各種啓発事業の実施
・啓発冊子の作成
・リサイクル関連施設の見学会の実施
・市役所出前講座の実施
・各イベントでの啓発活動
・大規模建築物所有者等へのごみ減量指導

2,561 ― Ｈ25

Ｈ21
○　家庭用生ごみ処理機　　５７件
○　コンポスト　　　　　　　　　８７件
○　密閉型　　　　　　　　　　　１６件

2,400 1,091 Ｈ21 240件 160件 66.7％

Ｈ22
○　家庭用生ごみ処理機　　２９件
○　コンポスト　　　　　　　　　８３件
○　密閉型　　　　　　　　　　　１８件

1,380 686 Ｈ22 180件 130件 72.2％

Ｈ24
○　家庭用生ごみ処理機　　１０件
○　コンポスト　　　　　　　　　５９件
○　密閉型　　　　　　　　　　　１８件

1,380 339 Ｈ24 180件 87件 48.3％

Ｈ25
○　生ごみ自家処理容器（コンポスト・密閉型）　８３件
○　家庭用生ごみ処理機　　５０件

999 ― Ｈ25 133件 ― ―

Ｈ21

【通所型事業】開催回数：90回　参加人数：実192人　延547人
【訪問型事業】開催回数：2回　　参加人数：実2人　　延　5人
○実施方法　口腔機能向上事業と統合して実施
○内容　　　　低栄養予防に関する講話　栄養相談、栄養改善のための計
画作成

4,461 2,856 Ｈ21 223人 192人 86.1％

Ｈ22

【通所型事業】開催回数：112回　参加人数：実210人　延677人
【訪問型事業】開催回数：8回　　参加人数：実8人　　延13人
○実施方法　口腔機能向上事業と統合して実施
○内容　　　　低栄養予防に関する講話　栄養相談、栄養改善のための計
画作成

3,902 3,176 Ｈ22 280人 210人 75.0％

Ｈ24

【通所型事業】開催回数：96回　参加人数：実251人　延686人
【訪問型事業】実施なし
○実施方法　口腔機能向上事業と統合し、一部は運動器機能向上事業と
複合型として実施
○内容　　　　低栄養予防に関する講話　栄養相談、栄養改善のための計
画作成

3,836 2,614 Ｈ24 481人 251人 52.2％

Ｈ25

【通所型事業】開催回数：100回
【訪問型事業】随時実施
○実施方法　口腔機能向上事業と統合し、一部は運動器機能向上事業と
複合型として実施
○内容　　　　低栄養予防に関する講話　栄養相談、栄養改善のための計
画作成

3,368 ― Ｈ25 310人 ― ―

Ｈ21
●利用者数（３月末日現在）　１，１７２人
●延べ配食数　　　　　　　　１４６，１５７食

100,847 81,564 Ｈ21

Ｈ22
●利用者数（３月末日現在）　１，２４３人
●延べ配食数　　　　　　　　１４１，０６６食 87,984 78,578 Ｈ22

Ｈ24
●利用者数（３月末日現在）　　　８９７人
●延べ配食数　　　　　　　　１３４，４２２食

82,382 75,496 Ｈ24

Ｈ25
●利用者見込み数　　　　　　　　　９７５人
●配食見込み数　　　　　　　　１４６，１６１食

82,218 ― Ｈ25

保
健
福
祉
部

生
活
環
境
部

環
境
整
備
課

現行
山間地域に配達可能な業者の参入
が少ないため、業者の確保に取り組ん
でいきたい。

A BCA-１ Ｈ12～

定期的に居宅に訪問し、１日１食、週６食を上限に、栄養バランスの取れた
食事を提供することにより、生活の質の向上、孤独感の解消及び安否の確
認を行う。更にはそれらを通して地域の見守りネットワークを構築することも目
的としている。

おおむね65歳以上の
一人暮らし高齢者や
高齢者のみ世帯の
方で、老衰、心身の
障がいなどにより調
理が困難であると認
められる方

C A

A－１　　４点Ｈ23
●利用者数（３月末日現在）　１，３５４人
●延べ配食数　　　　　　　　１２６，５１４食

85,637 70,914 Ｈ23

A－１　　３点Ｈ23

【通所型事業】開催回数：56回　参加人数：実99人　延349人
【訪問型事業】実施なし
○実施方法　口腔機能向上事業と統合し、一部は運動器機能向上事業と
複合型として実施
○内容　　　　低栄養予防に関する講話　栄養相談、栄養改善のための計
画作成

3,541 1,649 Ｈ23 310人 99人 現行

参加高齢者数が増加するよう、介護
予防における栄養改善の重要性につ
いて関係機関と連携を図り周知、啓
発を推進する。

CA-１ Ｈ18～
低栄養状態またはそのおそれのある高齢者に対し、低栄養状態を早期に発
見し、「食べること」を通じて低栄養状態の改善及び口腔機能の維持向上を
目指し、自分らしい生活の確立と自己実現を支援することを目的とする。

生活機能評価基本
チェックリストにより低
栄養状態または、そ
のおそれのあると判定
された高齢者

31.9％

長
寿
介
護
課

7
介護予防二次予防施策栄
養改善事業

8 配食サービス

栄養改善事業対象者に
対する参加者数

H23～H24にかけて普及件数が伸び
悩んでいるため、新たな広報手段を検
討し、設定した目標値に近づけるよう
に事業を実施する。

D－２　　４点Ｈ23
○　家庭用生ごみ処理機　　２０件
○　コンポスト　　　　　　　　　３３件
○　密閉型　　　　　　　　　　　１３件

1,380 409 Ｈ23 180件 66件 現行36.7％ B A B
Ｈ11～
H25

生ごみの減量化や堆肥化などを推進するため、「家庭用生ごみ処理機」の
購入補助を実施するもの

市内に住所を有し
（居住し）、処理機
等を自ら使用し、市
税を滞納していない
もの。

家庭用生ごみ処理機等
購入補助件数

市民団体・事業者が取り組むリサイク
ル事業・環境産業への支援、環境教
育等を通じた意識の普及等に努め、
ごみ減量化を行う。

E－2　4点Ｈ23

・クリンピーの家における各種啓発事業の実施
・啓発冊子の作成
・リサイクル関連施設の見学会の実施
・市役所出前講座の実施
・各イベントでの啓発活動
・大規模建築物所有者等へのごみ減量指導

2,662 1,922 Ｈ23 B A B 現行5 ごみ減量・リサイクル推進事業 E-２

6
家庭用生ごみ処理機等普
及促進事業費

E－2

Ｈ20～
３R（リデュース：発生抑制、リユース：再使用、リサイクル：再生利用）を基本と
した循環型社会の構築を目指すため、リサイクルプラザの利用等による市民・
事業者の意識啓発事業や、ごみ減量化に向けた各種施策を展開する。

市内事業者及び市民
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資料１－２　食育関連事務事業評価・所属（担当部署等）別事業内訳

予算 実績 目標値 実績値 達成率 貢献度 有効性 投下量 評価結果 評価結果を踏まえた課題・今後の方向性
総括評価対 象

個別評価

指標名
所属 № 事 業 名

分野
記号

実　施
年　度

事 業 概 要 ・ 目 的 等 主 な 平 成 24 年 度 事 業 実 績 ・ 平 成 25 年 度 事 業 予 定

事業費(単位：千円） 成果指標

Ｈ21 各公立、私立保育所で実施。 0 0 Ｈ21

Ｈ22 各公立、私立保育所で実施。 0 0 Ｈ22

Ｈ24 各公立、私立保育所で実施。 0 0 Ｈ24

Ｈ25 各公立、私立保育所で実施。 0 ― Ｈ25

Ｈ21 公立・私立保育所で実施。 0 0 Ｈ21

Ｈ22 公立・私立保育所で実施。 0 0 Ｈ22

Ｈ24 公立・私立保育所で実施。 0 0 Ｈ24

Ｈ25 公立・私立保育所で実施。 0 ― Ｈ25

Ｈ21 ２回開催　　126人参加 Ｈ21 ２回 ２回 100%

Ｈ22 ２回開催　　129人参加 Ｈ22 ２回 ２回 100%

Ｈ24
２回開催　　12１人参加

Ｈ24 ２回 ２回 100%

Ｈ25
２回開催予定　　117人参加

Ｈ25 ２回 ― ―

Ｈ21 公立・私立保育所にて実施。 0 0 Ｈ21

Ｈ22 公立・私立保育所にて実施。 0 0 Ｈ22

Ｈ24 公立・私立保育所にて実施。 0 0 Ｈ24

Ｈ25 公立・私立保育所にて実施。 0 ― Ｈ25

児
童
家
庭
課

保
健
福
祉
部

12 保育所地域活動事業

Ａ－１　　５点
Ａ－3　　５点
B－１　　５点
B－3　　５点
D－３　　５点
E－2　　５点

Ｈ23 公立・私立保育所にて実施。 0 0 Ｈ23 A A 現行 特になし

Ａ－１
Ａ－3
B－１
B－3
D－3
E－2

地域のお年寄り、祖父母とともに、伝統的な食に関する行事や食文化を体
験し伝承等につなげる。また、世代間交流することで、食事を共にする喜び、
食事のマナーを身につけ、人とかかわる力を養う。

保 育 所 入 所 児 童 A

A100% 現行 特になし
B－１　　５点
B－３　　５点

Ｈ23 ２回 ２回Ｈ20～

保育所給食に従事している者を対象とし、食中毒事故防止と衛生管理に
関する意識向上及び調理技術、栄養管理の資質向上を図る。また、個々
の保育所で実践している食育事業の情報交換を行い、保育所給食での食
育活動の充実を図る。

保 育 所 入 所 児 童

研修会開催回数

A AＨ23 ２回開催　　123人参加

現行 特になし

Ａ－１　　５点
Ａ－2　　５点
B－１　　５点
B－2　　５点
B－３　　５点
E－1　　５点

Ｈ23 公立・私立保育所で実施。 0 0 Ｈ23
保育所入所児童及
び そ の 保 護 者

A A A

Ａ－１　　５点
Ａ－3　　５点
B－１　　５点
B－3　　５点
E－２　　５点

Ｈ23 各公立、私立保育所で実施。 0 0 Ｈ23 A A 現行 特になし

11 保育所給食担当職員研修会

9

Ａ－１
Ａ－３
B－１
B－３
E－２

保育所給食が食育の媒体となるよう献立を作成し、給食を通し食事のバラン
スを学び、食に関することを体験するなど、楽しい食事の中から食べることを通
して、食を営む力の基礎を培う食育の実践を行う。

Ａ－１
Ａ－2
B－１
B－2
B－3
E－1

保育所給食の情報を提供し、乳、幼児期の食に関する正しい知識や望まし
い食習慣の啓発を図る。

B－１
B－3

食育計画推進事業

10 家庭との連携事業

保 育 所 入 所 児 童 A

3



資料１－２　食育関連事務事業評価・所属（担当部署等）別事業内訳

予算 実績 目標値 実績値 達成率 貢献度 有効性 投下量 評価結果 評価結果を踏まえた課題・今後の方向性
総括評価対 象

個別評価

指標名
所属 № 事 業 名

分野
記号

実　施
年　度

事 業 概 要 ・ 目 的 等 主 な 平 成 24 年 度 事 業 実 績 ・ 平 成 25 年 度 事 業 予 定

事業費(単位：千円） 成果指標

Ｈ21 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ21

Ｈ22 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ22

Ｈ24 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ24

Ｈ25 公立・私立保育所で実施 0 ― Ｈ25

Ｈ21 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ21

Ｈ22 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ22

Ｈ24 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ24

Ｈ25 公立・私立保育所で実施 0 ― Ｈ25

Ｈ21 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ21

Ｈ22 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ22

Ｈ24 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ24

Ｈ25 公立・私立保育所で実施 0 ― Ｈ25

Ｈ21 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ21

Ｈ22 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ22

Ｈ24 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ24

Ｈ25 公立・私立保育所で実施 0 ― Ｈ25

Ｈ21 私立保育所の一部で実施 0 0 Ｈ21

Ｈ22 私立保育所の一部で実施。公立保育所では市内４保育所にて試行開始。 0 0 Ｈ22

Ｈ24 私立保育所の一部で実施。公立保育所では市内16保育所にて試行。 0 0 Ｈ24

Ｈ25
私立保育所の一部で実施。公立保育所では、施設面にて対応が現状では
困難な１保育所を除き実施。 0 ― Ｈ25

児
童
家
庭
課

保
健
福
祉
部

現行
公立保育所では、対応ができ次第、
全保育所で実施予定。

A AA

Ａ－１
B－１
B－3

児童と同じ給食を喫食することにより、給食という媒体を共有することで、より
食育が推進する。

保 育 所 入 所 児 童

A A

Ａ－１　　５点
B－１　　５点
B－3　　５点Ｈ23 私立保育所の一部で実施。公立保育所では市内８保育所にて試行。 0 0 Ｈ23

Ａ－１　　５点
B－１　　５点
B－3　　５点
E－１　　5点

Ｈ23 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ23 現行 特になしA

Ａ－１
B－１
B－3
E－1

食物アレルギー児が除去食を前向きにとらえ、今後の食生活への自信と自
立心を、周囲の子どもたちには、思いやりの心を養うことを図り、食を営む力の
基礎を培う。

保 育 所 入 所 児 童

現行 特になし
A－1　　5点
B－1　　5点

Ｈ23 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ23保 育 所 入 所 児 童 A A A
保育所食育活動（保育中の
食育遊び）

16
保育所食育活動（アレル
ギー除去食の実施）

A－１
B－1

食べ物に興味関心を持たせることにより、食を営む力の基礎を培い、楽しく食
べることができる。

17
保育所食育活動（保育士の
給食の喫食）

13
保育所食育活動（調理体
験）

14
保育所食育活動（野菜等の
栽培体験）

15

Ａ－１
Ａ－3
B－１
B－3
D-1
E－2

育てることの喜び、いのちを大切にする力を養う。
また、食への関心を高め、食を営む力の基礎を培う。

保 育 所 入 所 児 童

Ａ－１　　５点
Ａ－3　　５点
B－１　　５点
B－3　　５点
D－1　　５点
E－2　　5点

Ｈ23 公立・私立保育所で実施 0 0 Ｈ23

特になし

Ａ－１　　５点
Ａ－3　　５点
B－１　　５点
B－3　　５点
E－2　　5点

A A A

現行 特になしAA

Ｈ23 公立・私立保育所で実施 0 0

A

現行

Ａ－１
Ａ－3
B－１
B－3
E－2

子ども自ら食事づくり（準備・調理・片付け等）にかかわることを通し、主体性
を育む。このような体験を通し、食を営む力の基礎を培う食育の実践となる。

保 育 所 入 所 児 童 Ｈ23

4



資料１－２　食育関連事務事業評価・所属（担当部署等）別事業内訳

予算 実績 目標値 実績値 達成率 貢献度 有効性 投下量 評価結果 評価結果を踏まえた課題・今後の方向性
総括評価対 象

個別評価

指標名
所属 № 事 業 名

分野
記号

実　施
年　度

事 業 概 要 ・ 目 的 等 主 な 平 成 24 年 度 事 業 実 績 ・ 平 成 25 年 度 事 業 予 定

事業費(単位：千円） 成果指標

Ｈ21 「健康いわき21」の推進、進行管理 Ｈ21

Ｈ22 「健康いわき21」の推進、進行管理 3,081 2,097 Ｈ22

Ｈ24 「健康いわき21」の推進、進行管理 475 369 Ｈ24

Ｈ25 「健康いわき21計画」の改定作業 2,721 Ｈ25

Ｈ21
・「保健のしおり」に盛り込む形で年１回発行
・年度末に翌年度版を市内全地区の世帯へ配布

1,000 1,000 Ｈ21 121,500部 121,500部 100%

Ｈ22
・「保健のしおり」に盛り込む形で年１回発行
・年度末に翌年度版を市内全地区の世帯へ配布

1,000 532 Ｈ22 122,500部 122,500部 100%

Ｈ24
・「保健のしおり」に盛り込む形で年１回発行
・年度末に翌年度版を市内全地区の世帯へ配布

907 457 Ｈ24 122,500部 122,500部 100%

Ｈ25
・「保健のしおり」に盛り込む形で年１回発行
・年度末に翌年度版を市内全地区の世帯へ配布

898 Ｈ25 122,500部

Ｈ21
【稼動日数】：50日
【受診者数】：365人
【実施内容】：障がい者の方の歯科診療

5,085 5,085 Ｈ21

Ｈ22
【稼動日数】：48日
【受診者数】：510人
【実施内容】：障がい者の方の歯科診療

5,085 5,085 Ｈ22

Ｈ24
【稼動日数】：70日
【受診者数】：687人
【実施内容】：障がい者の方の歯科診療

6,002 6,002 Ｈ24

Ｈ25

【稼動日数】：75日
【受診者数】：668人（過去三ヵ年の１日当りの平均受信者数に稼動日数を
乗した値）
【実施内容】：障がい者の方の歯科診療

6,002 Ｈ25

Ｈ21

⑴　食品の収去等検査事業　　　：478件
⑵　食品製造施設等の監視事業：3,377件
⑶　啓蒙事業
　①　食品衛生講習会の開催　　：61回（3,134名）
　②　食中毒防止キャンペーン　 ：
       ８月３日市内３箇所で街頭キャンペーンを実施。
　③　食の安全フォーラム　　　　 ：参加者 164名

2,276 2,276 Ｈ21

Ｈ22

⑴　食品の収去等検査事業　　　：391件
⑵　食品製造施設等の監視事業：3,358件
⑶　啓蒙事業
　①　食品衛生講習会の開催　　：65回（3,366名）
　②　食中毒防止キャンペーン　 ：
       ８月２日市内３箇所で街頭キャンペーンを実施。
　③　食の安全フォーラム　　　　 ：参加者 160名

2,236 2,236 Ｈ22

Ｈ24

⑴　食品の収去等検査事業　　　：730件
⑵　食品製造施設等の監視事業：      件
⑶　啓蒙事業
　①　食品衛生講習会の開催　　：50回（2,106名）
　②　食中毒防止キャンペーン　 ：
       ８月１日市内３箇所で街頭キャンペーンを実施。
　③　食の安全フォーラム　　　　 ：参加者 175名

2,295 2,295 Ｈ24

Ｈ25

⑴　食品の収去等検査事業　　　：1,134件
⑵　食品製造施設等の監視事業：3,171件
⑶　啓蒙事業
　①　食品衛生講習会の開催　　：50回（2,000名）
　②　食中毒防止キャンペーン　 ：
       ８月１日市内３箇所で街頭キャンペーンを実施。
　③　食の安全フォーラム
　④　食の子ども探検隊（一日食品衛生監視員体験）

2,301 2,301 Ｈ25

保
健
福
祉
部

保
健
所
生
活
衛
生
課

21 食品安全対策事業 E-1

　国内におけるBSEの発生以来、食の安全を脅かす大きな事件が次々に発
生し、食品安全行政に対する信頼性の確保が求められ、「食品安全基本
法」の施行及び「食品衛生法」の一部改正が行われた。その改正により、各
自治体に「食品衛生監視指導計画」の策定が義務付けられ、その計画に基
づく、監視･指導等を通じて、「市民の食の安全確保及び健康保護」を図る
ことを目的とする。

現行
市民及び食品等事
業 者

B A
  E－２　　　３点

Ｈ23

⑴　食品の収去等検査事業　　　：413件
⑵　食品製造施設等の監視事業：3,365件
⑶　啓蒙事業
　①　食品衛生講習会の開催　　：41回（1,803名）
　②　食中毒防止キャンペーン　 ：
       ８月１日市内３箇所で街頭キャンペーンを実施。

2,317 2,317 Ｈ23 B

20 障がい者歯科診療事業

保
健
所
総
務
課

F

Ａ－１
Ｃ－１

Ｆ

18 「健康いわき２１」推進事業

19 「健康だより」発行事業

Ｃ Ｂ ＢH14～

いわき市では全国的な傾向と同様、出生率の低下とともに高齢化社会が急
速に進行しています。このことから、寝たきりになる方々の増加が予想され、年
少時期からの生活習慣病対策が重視されています。「健康いわき21」では、
これらの予防と生涯にわたる主体的な健康づくりを推進するため、市民への
普及・啓発活動を図っています。

市 民 全 般 現行

健康づくりに関する情報発信の検討
市民主体の健康づくり支援による環
境整備
健康づくりの正しい情報の普及と健康
メニューの提供など

FＨ23 「健康いわき21」の最終評価、「健康いわき21」の一部改定 977 316 Ｈ23

B B B100%Ｈ２１～

市民自らの健康づくりに対する知識の普及と意識の高揚を図るため、適正な
食事、運動不足の解消、ストレスコントロール及び感染症対策など、生活習
慣の改善や健康増進、疾病予防等の知識やノウハウに関する情報を取りま
とめ「健康だより」として全世帯に配布。

市 民 全 般

発行部数

現行

 今後も現行どおり事業は実施していく
が、現在「健康だより」は、主に成人健
診、感染症対策、精神保健に関する
内容を掲載しており、「健康だより」を
含んだ形で発行している「保健のしお
り」において保健所が実施している食
育事業の掲載を行っていく。

Ａ－１　　3点
C－１　　3点

Ｈ23
・「保健のしおり」に盛り込む形で年１回発行
・年度末に翌年度版を市内全地区の世帯へ配布

935 404 Ｈ23 121,500部 121,500部

A A AH20～
総合保健福祉センター内休日救急歯科診療所において、一般の歯科診療
所では通院治療等が困難な障がい者を対象に歯科診療を行う。管理運営
は（社）いわき市歯科医師会に委託しております。

一般の歯科診療所
では通院治療等が
困難な障がい者

現行 FＨ23
【稼動日数】：74日
【受診者数】：518人
【実施内容】：障がい者の方の歯科診療

6,002 6,002 Ｈ23
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資料１－２　食育関連事務事業評価・所属（担当部署等）別事業内訳

予算 実績 目標値 実績値 達成率 貢献度 有効性 投下量 評価結果 評価結果を踏まえた課題・今後の方向性
総括評価対 象

個別評価

指標名
所属 № 事 業 名
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記号

実　施
年　度

事 業 概 要 ・ 目 的 等 主 な 平 成 24 年 度 事 業 実 績 ・ 平 成 25 年 度 事 業 予 定

事業費(単位：千円） 成果指標

Ｈ21

○食育推進委員会
　開催回数：２回
○食育推進庁内会議
　開催回数：３回

412 321 Ｈ21
①90％
②80％

①93％
②89％

①103.3％
②111.3％

Ｈ22
○食育推進委員会　開催回数：２回
○食育推進庁内会議　開催回数：２回
○食育モデル事業：メタボリックシンドローム対策メニュー提供事業

988 498 Ｈ22
①90％
②80％

①90％
②80％

①93.３％
②111.3％

Ｈ24

○食育推進委員会　開催回数：４回
○食育推進庁内会議　開催回数：３回
○食育モデル事業：
   １）いわきふるさとふれあい弁当コンテスト
　 ２）伝統食材を楽しく作ろうおいしく食べよう講習会（全６回）

1,456 1,239 Ｈ24
①90％
②80％

①82％
②84％

①91.1％
②105.0％

Ｈ25

○食育推進委員会　開催回数：３回
○食育推進庁内会議　開催回数：４回
○第２次食育推進計画策定
○食育モデル事業：若年層に対する食育推進事業
○食育ポータルサイトによる食育の普及啓発

3,053 ― Ｈ25
①90％
②80％

― ―

Ｈ21

○開催回数：１回
○参加人数：80人
○実施内容　・講話（幼児の栄養について、朝食の大切さについて、野菜嫌
いを克服する方法等）、　・調理実習

0 0 Ｈ21

Ｈ22

○開催回数：5回
○参加人数：124人
○実施内容　・講話（幼児の栄養について、朝食の大切さについて、野菜嫌
いを克服する方法等）、・調理実習（希望制）

0 0 Ｈ22

Ｈ24

○開催回数：２回
○参加人数：77人
○実施内容　・講話（幼児の栄養について、朝食の大切さにつ
いて、野菜嫌いを克服する方法等）

0 0 Ｈ24

Ｈ25 要望により、随時対応。 0 ― Ｈ25

Ｈ21

○開催回数：１回
○参加人数：80人
○実施内容　・メタボリックシンドローム予防の食生活についての講話
　　　　　　　　 ・食事バランスガイドについての講話

0 0 Ｈ21

Ｈ22

○開催回数：３回
○参加人数：130人
○実施内容　・メタボリックシンドローム予防の食生活についての講話
　　　　　　　　 ・食事バランスガイドについての講話、・調理実習

0 0 Ｈ22

Ｈ24
○開催回数：０回
○参加人数：０人 0 0 Ｈ24

Ｈ25
要望により、随時対応。

0 ― Ｈ25

Ｈ21 無し。 0 0 Ｈ21

Ｈ22

平成22年度から開設
○開催回数：３回
○参加人数：41人
○実施内容　・食事バランスガイドについての講話

0 0 Ｈ22

Ｈ24
○開催回数：２回
○参加人数：55人
○実施内容　・食事バランスガイドについての講話

0 0 Ｈ24

Ｈ25 要望により、随時対応 0 ― Ｈ25

保
健
所
地
域
保
健
課

保
健
福
祉
部

出前講座「楽しく食べよう＂
ごはんとおやつ＂」

24

出前講座「メタボリックシンド
ロームとその対策～生活習
慣病はこうして防ぐ（食習慣）
～」

C-１
F

A－１
A－2

A－１
Ｃ－１

22 食育推進事業

23

Ｈ21～
食育基本法の規定に基づき、平成21年３月に策定した「いわき市食育推進
計画」の内容を踏まえ、本市の地域特性を生かした食育を総合的かつ計画
的に推進する。

市 民 等

Ｈ16～
子どもにとって、食べることは食べることは楽しみの一つである。食事は生活の
リズムの決め手にもなり、幼児期からの生活習慣病予防として食習慣や食べ
方は重要である。子どもたちの年齢に合わせた食事とおやつについて学ぶ。

３歳以上～就学前
の幼児と保護者（平
成22年度まで）、３
歳以上～就学前の
幼児の保護者（平成
23 年 度 ～ ）

Ｈ19～
メタボリックシンドローム予防のための食事について、食事バランスガイドの活用
も含めて学ぶ。

市 民 等

現行
適切な第２次食育推進計画を策定
し、各ライフステージにおける間断ない
食育を推進していく。

①食育に関心を持ってい
る市民の割合

②メタボリックシンド
ロームを認知している
市民の割合（％）

A A C－１　　５点Ｈ23
○食育推進委員会
　開催回数：１回

678 245 Ｈ23
①90％
②80％

①－
②－

A
①－
②－

現行 関係機関への周知を強化していく。B A
A－１　　４点
A－２　　４点

Ｈ23

○開催回数：３回
○参加人数：191人
○実施内容　・講話（幼児の栄養について、朝食の大切さにつ
いて、野菜嫌いを克服する方法等）

0 0 Ｈ23 A

現行 関係機関への周知を強化していく。B A
A－１　　４点
C－１　　４点

Ｈ23
○開催回数：０回
○参加人数：０人 0 0 Ｈ23 A

B市 民 等25
出前講座「食事バランスガイ
ドを活用しよう」

  A－１　　　４点
　C－１　　　４点Ｈ23

○開催回数：０回
○参加人数：０人 0 0 Ｈ23 現行 関係機関への周知を強化していく。A A

Ａ-１
C-１

Ｈ19～ 生活習慣病や低栄養を予防するため、食事バランスガイドの普及を行う
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Ｈ21

9回開催・69組、160名参加（内訳：幼児70人、母親68人、その他（乳児祖母等）22人）
○内容①食育に関する講話（エプロンシアター等食育媒体使用）②簡単でおいしい食事
づくりの体験③試食を通した楽しい食事の体験④幼児期の口腔衛生の講話⑤他の母子
等との交流

21 68 Ｈ21
①11回
②330人

①９回
②160人

①81.8％
②48.5％

Ｈ22

10回開催・75組、171名参加（内訳：幼児79人、母親75人、その他（乳児祖
母等）17人）
○内容①食育に関する講話（エプロンシアター等食育媒体使用）②簡単でお
いしい食事づくりの体験③試食を通した楽しい食事の体験④幼児期の口腔
衛生の講話⑤他の母子等との交流

58 58 Ｈ22
①11回
②330人

①10回
②171人

①90.9％
②51.8％

Ｈ24

8回開催・37組・82名参加（内訳：幼児40人、母親38人、その他（乳児）4
人）
○内容①食育に関する講話（エプロンシアター等食育媒体使用）②簡単でお
いしい食事づくりの体験③試食を通した楽しい食事の体験④幼児期の口腔
衛生の講話⑤他の母子等との交流

102 56 Ｈ24
①11回
②176人

①8回
②82人

①72.7％
②46.6％

Ｈ25

11回開催・88組・176名
○内容①食育に関する講話（エプロンシアター等食育媒体使用）②簡単でお
いしい食事づくりの体験③試食を通した楽しい食事の体験④他の母子等との
交流

89 ― Ｈ25
①11回
②176人

― ―

Ｈ21

○開催回数：3回
○参加人数：93人
○実施内容：歯に関する講話・実技、運動に関する講話・実技、食育に関す
る講話、実習、食事会

9 9 Ｈ21
①3回

②100人
①3回
②93人

①100％
②93％

Ｈ22

○開催回数：3回
○参加人数51人
○実施内容：歯に関する講話・実技、運動に関する講話・実技、食育に関す
る講話、実習、食事会

18 14 Ｈ22
①3回

②100人
①3回
②51人

①100％
②51％

Ｈ24

○開催回数：3回
○参加人数：35人
○実施内容：歯に関する講話・実技、運動に関する講話・実
技、食育に関する講話、実習、食事会

9 9 Ｈ24
①3回

②100人
①3回
②35人

①100％
②35％

Ｈ25

○開催回数：3回
○参加人数：60人（10組20人×3回）
○実施内容：歯に関する講話・実技、食育に関する講話、実
習、食事会

9 ― Ｈ25
①3回
②60人

― ―

Ｈ21

○開催日数：５日間　○開催場所：総合保健福祉センター
○参加者数：1,510人
○実施内容：ポスター・パネル掲示、フードモデルの展示、食育教室の写真掲
示、食育関係パンフレット配布、栄養相談・説明コーナー設置

0 0 Ｈ21 5日 5日 100%

Ｈ22

○開催日数：５日間　○開催場所：総合保健福祉センター
○参加者数：614人
○実施内容：ポスター・パネル掲示、フードモデルの展示、エプロンシアターの展
示、食育教室の写真掲示、食育関係パンフレット配布、栄養相談・説明コー
ナー設置

0 0 Ｈ22 5日 5日 100%

Ｈ24

○開催日数：７日間（延べ）
○開催場所：総合保健福祉センター（５日間）、市役所本庁舎（２日間）
○栄養相談件数：403件（総合保健福祉センター）　○資料配布数：1,223
部
○実施内容：ポスター・パネル掲示、食育教室の写真掲示、食育関係パンフ
レット配布、栄養相談（総合保健福祉センター）

0 0 Ｈ24 5日 7日 140%

Ｈ25

○開催日数：７日間（延べ）
○開催場所：総合保健福祉センター（５日間）、市役所本庁舎（２日間）
○実施内容：ポスター・パネル掲示、食育教室の写真掲示、食育関係パンフ
レット配布、栄養相談（総合保健福祉センター）

0 ― Ｈ25 5日 ― ―

Ｈ21 開催回数：12回 0 0 Ｈ21 12日 12日 100%

Ｈ22 開催回数：12回 0 0 Ｈ22 12日 12日 100%

Ｈ24 開催回数：12回 0 0 Ｈ24 12日 12日 100%

Ｈ25 開催回数：12回 0 ― Ｈ25 12日 ― ―

保
健
所
地
域
保
健
課

保
健
福
祉
部

27
いわきっ子いきいき健やか食
育教室（学童期）

28
食育インフォメーション（食育
月間ー６月）

A－１
A－２
A－３

Ｈ18～

A－１
A－３
C－１

Ｈ18～

Ｃ－１ Ｈ19～

26
いわきっ子いきいき健やか食
育教室（幼児期）

A A
①72.7％
②35.2％

②参加人数

幼児やその家族を対象とした食と子育てに関する学習の機会を提供し、健
康づくりの基本である、正しい食事のとり方や望ましい食習慣の定着及び食
を通じた人間性の形成等を図るとともに、口腔衛生の知識を得、児の心身
の健全育成を図る。また、楽しく食べる幼児体験を通じて、子供の食への関
心を育み、「食を営む力」の基礎を培う「食育の実践」を行う。

平成21年～平成23
年（2歳から3歳の幼
児とその家族）、平成
24年（3歳前後の幼
児 と そ の 家 族 ）

①開催回数

A 現行

課題としては平成23年度より、参加
組数及び参加者が減少している事で
あるが、事業としての評価は高いことか
ら、より参加が促せるような広報の方
法を考える必要がある。

Ａ－１　　５点
Ａ－2　　５点
A－３　　５点Ｈ23

8回開催・45組・116名参加（内訳：幼児54人、母親45人、その他（乳児小
学生等）17人）
○内容①食育に関する講話（エプロンシアター等食育媒体使用）②簡単でお
いしい食事づくりの体験③試食を通した楽しい食事の体験④幼児期の口腔
衛生の講話⑤他の母子等との交流

93 90 Ｈ23
①11回
②330人

①8回
②116人

A A
①100％
②58％

②参加人数

学童期の肥満児は増加傾向にあり、このことは将来のメタボリックシンドローム
発症に大きく関わる要因の一つともいわれている。また肥満児の増加の原因
は「飽食の時代」における過剰な食物摂取と運動不足を促す現代の環境等
が考えられる。そこで、学童を対象とした食と運動に関する体験学習の機会
を提供し、健康づくりの基本である、正しい食生活や運動の大切さの知識の
普及、またそれらを通じて人間形成等を図るとともに、児童の心身の健全育
成を図る。

就学児童（小学1年
生から6年生）とその
保 護 者

①開催回数

A 現行

課題として、参加人数の減少が上げら
れるが、食育の推進においては評価は
高く、今後は参加人数が増える広報
等の検討が必要。。

Ａ－１　　５点
Ａ－3　　５点
C－1　　4点Ｈ23

○開催回数：3回
○参加人数58人
○実施内容：歯に関する講話・実技、運動に関する講話・実
技、食育に関する講話、実習、食事会

9 9 Ｈ23
①3回

②100人
①3回
②58人

C－１　　５点Ｈ23

○開催日数：７日間　○開催場所：総合保健福祉センター
○資料配布数：1,223部
○実施内容：ポスター・パネル掲示、食育教室の写真掲示、食育関係パンフ
レット配布

0 0 Ｈ23 5日 7日 A A 現行 内容の充実を図っていく140%
６月の食育月間において、「食育インフォメーション」を開催し、食育関連ポス
ター等の掲示や栄養関係パンフレットの配布、食育事業の写真等の掲示、
栄養相談を実施し、食育推進基本計画の周知と国民への定着を図る。

市 民 等

開催日数

A

Ｃ－１ Ｈ1９～29
食育インフォメーション（食育
月間ー毎月19日）

A A100%
毎月19日の「食育の日」において、いわき市総合保健福祉センター１階ロ
ビーにて食育事業の写真等の掲示を実施し、「食育の日」の定着を図る。

市 民 等

開催日数

B 現行 C－１　　4点Ｈ23 開催回数：12回 0 0 Ｈ23 12日 12日
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資料１－２　食育関連事務事業評価・所属（担当部署等）別事業内訳
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Ｈ21

・指導施設及び栄養管理指導票の交付　108施設
・栄養管理状況報告の受理
・窓口、電話等による支援、指導件数　202件
・衛生行政報告調査　218施設
・特定給食施設設置届ほか届出施設理　39施設

87 72 Ｈ21 110件 108件 98.2%

Ｈ22

・指導施設及び栄養管理指導票の交付　112施設
・栄養管理状況報告の受理
・窓口、電話等による支援、指導件数　360件
・衛生行政報告調査　220施設
・特定給食施設設置届ほか届出施設理　37施設

88 46 Ｈ22 150件 112件 74.7%

Ｈ24

・指導施設及び栄養管理指導票の交付　35施設
・栄養管理状況報告の受理
・窓口、電話等による支援、指導件数　343件
・衛生行政報告調査　230施設
・特定給食施設設置届ほか届出施設理　44施設

71 58 Ｈ24 150件 35件 23.3%

Ｈ25 各施設における指導の必要性に応じ実施 126 ― Ｈ25 150件 ― ―

Ｈ21 1単位地区該当：金山地区（19世帯45人） 951 454 Ｈ21

Ｈ22 該当地区なしのため実績なし。 951 0 Ｈ22

Ｈ24

大規模年として実施。平成22年国勢調査の一般調査区から各道府県10地
区、東京都のみ15地区を無作為抽出した全国計475地区が対象となった。
いわき市においても2地区が該当。
１.常磐松が台地区（28世帯50人）　2．四倉上仁井田地区（23世帯32人）

1,791 722 Ｈ24

Ｈ25
平成25年度は、6月に地区内定通知、8月に地区指定通知が届くため、実
施に関しては未定。 997 ― Ｈ25

Ｈ21

1回目：講演「日本人の栄養摂取基準2010年版」他衛生講話、特定給食
施設手引書説明（参加者136名）
２回目：栄養講話「当園の嚥下食について」調理実習、情報交換、パネル
ディスカッション「日本人の食事摂取基準2010年度版を活用した食事計画と
栄養管理業務」（参加者52名）

185 173 Ｈ21
①200人
②２回

①１８８人
②２回

①94％
②100％

Ｈ22

1回目：講演「食物アレルギーの臨床知識と栄養食事指導のポイント」他衛生
講話、特定給食施設手引書説明（参加者135名）
２回目：講演「食品のリスク管理の基礎知識」、パネルディスカッション「安心・
安全な食事の提供に向けて」、特定給食施設手引書、ヘルシーメニュー提供
事業の推進について説明（参加者100名）

165 95 Ｈ22
①200人
②２回

①235人
②２回

①117.5％
②100％

Ｈ24

１回目：講演「生活習慣病、特に、がんの予防とコントロール」他衛生
講話、特定給食施設手引書説明（参加者114名）
２回目：栄養講話「タニタの社員食堂健康セミナー」、調理実習「生活
習慣病予防のためのおいしいヘルシーメニュー」（参加者44名）

156 131 Ｈ24
①200人
②２回

①172人
②２回

①86％
②100％

Ｈ25
２回実施
　　講演と講話

206 ― Ｈ25
①200人
②２回

― ―

Ｈ21

○開催回数：5回（延べ７回）○参加人数：延べ371人
○内容：・いわき市健康づくり体制について（講話）・子どもための良い食生活
（講話、調理実習）・低栄養予防のための食生活（講話、調理実習）・糖尿
病を予防する日常生活（講話）・筋力アップで介護予防と健康づくり（講話、
実技）

304 304 Ｈ21
①４回

②１２回
①2.1回
②12回

①52.5％
②100％

Ｈ22

○開催回数：5回（延べ9回）○参加人数：延べ371人
○内容：・いわき市健康づくり体制について（講話）・子どもための良い食生活
（講話、調理実習）・骨粗しょう症を予防する食生活（講話、調理実習）・更
年期からの骨粗しょう症予防対策について（講話）・骨盤体操（講話、実技）

304 304 Ｈ22
①４回

②１２回
①2.3回
②12回

①57.5％
②100％

Ｈ24

○開催回数：5回（延べ７回）○参加人数：延べ360人
○内容：・いわき市健康づくり体制について（講話）・子どもための良い
食生活（講話、調理実習）・生活習慣病を予防する食生活～高血
圧の予防～（講話、調理実習）・腎ぞうの働き・腎ぞうの病気と透析の
はなし（講話）・心も元気はつらつ体操（講話、実技）

304 304 Ｈ24
①４回

②１２回
①2.2回
②12回

①55％
②100％

Ｈ25
○開催回数：5回（延べ７回）
○内容：講話、調理実習、実技等

304 ― Ｈ25
①４回

②１２回
― ―

保
健
福
祉
部

保
健
所
地
域
保
健
課

30
特定給食施設管理指導事
業

31 国民健康・栄養調査事業

Ｃ－４

F

A A20.0%
給食施設における栄養管理の実施に関し必要な指導及び助言を行い、喫
食者に対する適正な栄養管理が実施されるとともに、食環境の整備を図り、
給食施設の栄養管理等を通じて市民の健康増進を図る。

特定給食施設及び
給食業務に従事して
い る 者

特定給食施設指導及び
栄養管理指導票の交付
数

A 現行 C－４　　5点Ｈ23

・指導施設及び栄養管理指導票の交付　30施設
・栄養管理状況報告の受理
・窓口、電話等による支援、指導件数　386件
・衛生行政報告調査　225施設
・特定給食施設設置届ほか届出施設理　76施設

78 77 Ｈ23 150件 30件

FＨ23
東日本大震災の影響により、岩手県、宮城県、福島県の全域が除かれたた
め、実績なし。

1,287 0 Ｈ23 B B

33 健康推進員育成支援事業

現行

あくまでも、国の調査の方法に従って、
調査を実施するため、基本的な施策
においては、該当しないが、食事摂取
状況調査、身体状況調査の結果を
被調査者へ伝えることで、日ごろの食
事が健康へ影響することを知る良い機
会となると思われるため、調査後の事
後訪問での手法をより効果的にできる
ような、工夫が必要であると思われる。

健康増進法（平成14年法律第103号）に基づき実施するものであり、国民の
身体の状況、栄養摂取量及び生活習慣の状況を明らかにし、国民の健康
の増進の総合的な推進を図るための基礎資料を得るために実施する。

国民生活基礎調査
により設定された単
位区から無作為抽
出した300単位区内
の世帯及び当該世
帯の1歳以上の世帯
員 。

C

Ｃ－２ Ｈ9～

32
地域保健関係職員等研修
会（栄養改善担当者研修
会）

A A
①63.5％
②50％

②研修会開催回数

地域住民や特定給食施設における栄養管理等の推進を図るため、栄養・
食生活の業務等に従事している者を対象として、栄養に関する基本的な事
項および新しい健康情報を提供することを目的に実施する。

特定給食施設及び
給食業務に従事して
い る 者

①研修会参加人数

A 現行 C－２　　5点Ｈ23

事例発表「東日本大震災を経験してー私たちはこう対応し
たー」、グループワーク「東日本大震災を経験してー私たちは何を
しなくてはいけないかー」、衛生講話（参加者127名）　震災後の
ため開催回数は１回となる。

68 52 Ｈ23
①200人
②２回

①127人
②1回

A A
①52.5％
②50％

②健康づくり伝達講習
会実施回数

健康づくり関連施策のより一層の効果的な実施を図るために、地域ボラン
ティアであるいわき市健康推進員活動が積極的に展開されるよう、健康推進
員の育成支援及び組織の強化を図ることを目的とする。

いわき市健康推進
員

①健康推進員一人当た
り育成支援研修参加回
数

A 現行
事業継続のため、健康づくりサポー
ター養成講座を継続開催するなどし、
ボランティア育成を支援する。

C－2　　5点Ｈ23

○開催回数：5回（延べ７回）○参加人数：延べ354人
○内容：・いわき市健康づくり体制について（講話）・子どもための良い
食生活（講話、調理実習）・脂質異常症を予防する食生活（講話、
調理実習）・高血圧を知ろう～生活習慣病予防のために（講話）・は
つらつ体操（講話、実技）

304 304 Ｈ23
①４回

②１２回
①2.1回
②12回

8



資料１－２　食育関連事務事業評価・所属（担当部署等）別事業内訳
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Ｈ21

１）他係連携事業　　開催回数：10回、参加人数：189人
２）他課連携事業　　開催回数：９回、参加人数：728人
３）公民館主催事業　開催回数：３回、参加人数：55人
４）講師派遣　　　　　開催回数：７回、参加人数：297人

0 0 Ｈ21 15回 29回 193.3.%

Ｈ22

１）他係連携事業　　開催回数：10回、参加人数：185人
２）他課連携事業　　開催回数：８回、参加人数：505人
３）公民館主催事業　開催回数：１回、参加人数：25人
４）講師派遣　　　　　開催回数：12回、参加人数：646人

0 0 Ｈ22 15回 31回 206.7%

Ｈ24

１）他係連携事業　　開催回数：７回、参加人数：129人
２）他課連携事業　　開催回数：６回、参加人数：407人
３）公民館主催事業　開催回数：１回、参加人数：16人
４）講師派遣　　　　　開催回数：４回、参加人数：101人

0 0 Ｈ24 15回 18回 120.0%

Ｈ25

１）他係連携事業　　開催回数：６回、参加人数：70人
２）他課連携事業　　開催回数：６回、参加人数：400人
３）公民館主催事業　開催回数：１回、参加人数：15人
４）講師派遣　　　　　開催回数：２回、参加人数：30人

0 ― Ｈ25 15回 ― ―

Ｈ21 0 0 Ｈ21 ― ― ―

Ｈ22 0 0 Ｈ22 ― ― ―

Ｈ24
実施回数：14回　参加人数：168名　栄養相談件数：19件
○実施内容：栄養講話、調理実習、試食会、栄養相談

630 574 Ｈ24 14回 14回 100%

Ｈ25
実施回数：7回　参加人数：84名　栄養相談件数：10件
○実施内容：栄養講話、調理実習、試食会、栄養相談

359 ― Ｈ25 ７回 ― ―

Ｈ21

○内容：1歳6か月及び3歳児健康診査場において歯科健康診査受診者に
対し、むし歯予防に有効な「フッ化物塗布」（希望者）及び歯科保健指導を
実施。
○回数及び人数　1歳6か月児：７９回　2,599人　、3歳児：７９回　2,470人

3,185 3,184 Ｈ21 24.9% 31.5% 25.0%

Ｈ22
○内容：前年度と同様
○回数及び人数　1歳6か月児：７８回　2,526人　、3歳児：７７回　2,386人
　※各79回の予定であったが、東日本大震災の影響により回数減となった。

3,348 3,274 Ｈ22 23.8% 30.0% 37.1%

Ｈ24
○内容：前年度と同様
○回数及び人数　1歳6か月児：７９回　2,370人　、3歳児：７９
回　2,235人

3,348 3,346 Ｈ24 21.7% 26.0% 64.1%

Ｈ25
○内容：前年度と同様
○回数：1歳6か月児：７９回　、3歳児：７９回

3,348 ― Ｈ25 21.7% ― ―

Ｈ21

【歯ピカリ教室】　むし歯予防の講話と仕上げ磨きの実技
　　　○開催回数：２１回、　○参加組数：２１１人
【歯周病予防相談】　歯科相談及び保健指導、歯周病スクリーニング検査等
　　　○開催回数：12回　　○参加者数：34人

388 386 Ｈ21
①21回
②12人

①21回
②12人

①100％
②100％

Ｈ22

【歯ピカリ教室】　むし歯予防の講話と仕上げ磨きの実技
　　　○開催回数：２３回、　○参加組数：２７１人
【歯周病予防相談】　歯科相談及び保健指導、歯周病スクリーニング検査等
　　　○開催回数：１１回　　○参加者数：２５人

376 361 Ｈ22
①24回
②12人

①23回
②11人

①95.8％
②91.7％

Ｈ24

【歯ピカリ教室】　むし歯予防の講話と仕上げ磨きの実技
　　　○開催回数：２４回、　○参加組数：178人
【歯周病予防相談】　歯科相談及び保健指導、歯周病スクリーニング検査等
　　　○開催回数：１２回　　○参加者数：１９人

366 359 Ｈ24
①24回
②12人

①24回
②12人

①100％
②100％

Ｈ25

【歯ピカリ教室】　むし歯予防の講話と仕上げ磨きの実技
　　　○開催回数：２４回
【歯周病予防相談】　歯科相談及び保健指導、歯周病スクリーニング検査等
　　　○開催回数：１２回

366 ― Ｈ25
①24回
②12人

― ―

保
健
福
祉
部

保
健
所
地
域
保
健
課

34 健康教育（栄養・食生活）

Ａ－１
Ａ－２
Ａ－３
B－１
B－２
B－４
C－3
C－４

Ｈ１１～

Ａ－１　　５点
Ａ－２　　５点
Ａ－３　　４点
B－１　　５点
B－２　　５点
B－４　　５点
C－３　　４点
C－４　　5点

Ｈ23

１）他係連携事業　　開催回数：10回、参加人数：120人
２）他課連携事業　　開催回数：４回、参加人数：329人
３）公民館主催事業　開催回数：２回、参加人数：29人
４）講師派遣　　　　　開催回数：６回、参加人数：254人

0 0 Ｈ23 15回 22回 A A

36 幼児むし歯予防対策事業

現行146.7%
市民等に対し、栄養・食生活に関する健康教育を行い、生活習慣病の予
防及び改善を図る。

市 民 等

①開催回数

A

37 地域歯科保健推進事業

Ａ-1 Ｈ23～

A－１ Ｈ20～

A－１
B－１

Ｈ１１～

35

一時提供住宅に入居した高
齢者等に対する栄養相談事
業（被災者栄養・食生活支
援事業）

A D

―東日本大震災により被災した高齢者等の自立した生活を支援するために、
高齢者見守り事業との連携により、一時提供住宅等の近隣の集会所・公
民館等における栄養相談会（調理実習を含む）を実施し、良好な食生活を
確立すことにより、低栄養を予防し、健康で張りのある生活を送れるようにす
る。

１）平成23年度一時
提供住宅に入居した
高齢者等に対する
栄養相談事業の対
象 者
２）被災者（概ね50
歳以上の方及び50
歳以上の家族がいる
方）で栄養相談会に
参加を希望する方

開催回数

A 現行

被災者が参加しやすいと考えられてい
た、集会所や雇用促進住宅の集会
室も利用し、開催したが、公民館に比
べ参加率が低く、投下量が見合わな
かったため、平成25年度は公民館で
の開催を予定している。

A－１　　５点

Ｈ23

○実施内容
　巡回訪問による栄養相談
　・訪問日数：33日（7月4日～9月30日）
　・訪問件数：520世帯
　・栄養相談件数：290世帯（305人）
　･対象：一時提供住宅に入居された高齢者世帯、沿岸部に居住されて
　　　　　　いる高齢者世帯、避難所巡回訪問時に継続指導が必要とさ
　　　　　　れた方、保健師・看護師チームからの情報提供者

0 0 Ｈ23 ― ―

24.8% A A81.7%

生涯にわたって口腔機能を維持していくためには、幼児期からの取り組みが
重要である。そこで、むし歯予防に有効な「フッ化物塗布」及び歯科保健指
導を実施し、保護者の歯科保健に対する意識の向上につなげることにより、
幼児の口腔の健康の保持・増進を図る。

1歳6か月児及び3歳
児健康診査の受診
者で、フッ化物塗布
を 希 望 す る 者 。

3歳児のう蝕有病者率

B

B

現行

本市の幼児のう蝕有病者率は、全国
及び中核市平均と比較して非常に高
い状況にあることから、今後も本事業
を実施し、継続したう蝕予防対策を
推進していく。。

A－1　　５点Ｈ23

○内容：前年度と同様
○回数及び人数　1歳6か月児：７６回　2,189人　、3歳児：７７回
2,224人
　※各79回の予定であったが、東日本大震災の影響により回数減と
なった。

3,332 3,254 Ｈ23 22.8%

B
A－１　　５点
B－１　　３点

Ｈ23

【歯ピカリ教室】　むし歯予防の講話と仕上げ磨きの実技
　　　○開催回数：２２回、　○参加組数：１４１人
【歯周病予防相談】　歯科相談及び保健指導、歯周病スクリーニング検査等
　　　○開催回数：１１回　　○参加者数：１３人

366 342 Ｈ23
①24回
②12人

①22回
②11人

A 現行

本市の幼児のう蝕有病者率は、全国
及び中核市平均と比較して非常に高
い状況にあることから、今後も歯ピカリ
教室を実施し、食生活リズムやおやつ
に関する歯科保健指導を強化してい
く。
　また、歯周病予防相談においては、
特に、妊婦に対する事業周知の徹底
を図り、口腔の健康の保持・増進を図
る。
　※平成２２年度及び平成２３年度
の実績値は目標値を下回っているが、
これは、東日本大震災の影響（開催
中止等）があげられる。

①91.7％
②91.7％

②「歯周病予防相談」
参加人数

　市民一人ひとりが、生涯にわたっておいしく楽しく食事をとることができるよう、
その基本となる口腔機能の維持・向上を図るため、「歯ピカリ教室」や「歯周
病予防相談」等を実施し歯を大切にするとともに、よく噛んで食べる習慣を身
につけるための取り組みの推進を図る。

乳 幼 児 と その 保護
者、 成人、高齢者

①「歯ピカリ教室」開催
回数

9
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Ｈ21
○訪問件数
　【訪問栄養】延　１０６件
　【訪問口腔】延　１６６件

4,814 4,500 Ｈ21

Ｈ22
○訪問件数
　【訪問栄養】延　５１件
　【訪問口腔】延　４９件

4,798 4,536 Ｈ22

Ｈ24
○訪問件数
　【訪問栄養】延　１１７件
　【訪問口腔】延　　８３件

4,429 4,386 Ｈ24

Ｈ25
○訪問件数
　【訪問栄養】延　１００件
　【訪問口腔】延　８０件

4,519 ― Ｈ25

Ｈ21

開催回数：12回
参加人数：179組
実施内容：・離乳食に関する講話　　・実習、試食
　　　　　　　・口腔衛生の講話

151 １５１千円 Ｈ21
①180組
②98％

①179組
②93％

①99.4％
②94.9％

Ｈ22
開催回数：12回
参加人数：164組 151 140 Ｈ22

①180組
②98％

①164組
②97％

①91.1％
②99.0％

Ｈ24
開催回数：12回
参加人数：165組

172 112 Ｈ24
①180組
②98％

①165組
②97.5％

①91.7％
②97.5％

Ｈ25
開催回数：12回
実施内容：・離乳食に関する講話　　・実習、試食
　　　　　　　・口腔衛生の講話

172 ― Ｈ25
①180組
②98％

― ―

Ｈ21

開催回数：平日6コース（24回）　日曜6コース（12回）
参加人数：365人（妊婦：207人　夫：158人）
実施内容：・先輩ママパパの体験談　・助産師による講話、実技
　　　　　　　・栄養士による講話、実習　・赤ちゃんのお世話

660 620 Ｈ21
①324人
②98％

①365人
②96％

①112.7％
②98.0％

Ｈ22
開催回数：平日6コース（24回）　日曜6コース（11回）
参加人数：280人（妊婦：160人　夫：120人） 627 372 Ｈ22

①404人
②98％

①280人
②96.6％

①69.3％
②98.6％

Ｈ24
開催回数：平日5コース（20回）　日曜6コース（12回）
参加人数：249人（妊婦：133人　夫：116人） 445 382 Ｈ24

①436人
②98％

①249人
②99.5％

①57.1％
②101.5％

Ｈ25
開催回数：平日6コース（24回）　日曜6コース（12回）
実施内容：・先輩ママパパの体験談　・助産師による講話、実技
　　　　　　　・栄養士による講話、実習　・赤ちゃんのお世話

445 ― Ｈ25
①450人
②98％

― ―

保
健
福
祉
部

保
健
所
地
域
保
健
課

訪問口腔・訪問栄養指導事業

39 離乳食教室

B

40 プレママ・プレパパクラス

Ａ-1 Ｈ６～

Ａ-２ Ｈ1１～

Ａ-2
Ａ-4

Ｈ5～

38 A－１　　４点Ｈ23
○訪問件数
　【訪問栄養】延　３０１件
　【訪問口腔】延　２２９件

4,779 4,447 Ｈ23 A A

食生活の第一歩である離乳食を正しく理解し、無理なく進めることで、健康
づくりの基本である良い食習慣を身につけるとともに、口腔衛生の基礎知識
を得、児の心身の健やかな
成長を図る。

生後5か月前後の乳
児とその保護者で、
原則としてこれからの
離乳食を 開始する
者 。

①離乳食教室参加組数

A

現行
事業の周知徹底を図り、対象者の把
握に努め、関係機関への周知を強化
していく。

在宅で療養する難病を含む障がい者等を対象に、歯科衛生士や栄養士が
訪問により口腔内及び栄養状態を調査し、本人及びその家族への適切な
指導・助言を行うことで、咀嚼機能の維持や栄養状態の改善を図る。

難病を含む障がい者
等

乳児期の子どもを持つ親に対し、食
生活について支援する最初の機会とし
て重要な役割を持つことから、今後も
継続して実施し、よい食生活の確立
を図る。
　事業の有効性から定員を設けている
ため、時に受け入れ困難な月もある
が、おおむね適正な事業規模である。

A－２　　５点Ｈ23
開催回数：10回
参加人数：96組

172 90 Ｈ23
①180組
②98％

①96組
②96.8％

A

初 妊 婦 と そ の 夫

①プレママ・プレパパクラス
参加者数

B

現行B
①53.3％
②98.8％

②事後アンケートにて
「よかった」と答えた参
加者の割合

A A
①53.1％
②100.3％

現行

妊娠期から正しい栄養に関する知識
を得ることが、生まれてくる子どもの好
ましい食生活の確立につながることか
ら、多くの初妊婦にアプローチできるよ
う、参加者数の増加を図る。

A－２　　４点
A－４　　４点

Ｈ23
①420人
②98％

①223人
②98.3％

Ｈ23
開催回数：平日4コース（16回）　日曜6コース（12回）
参加人数：223人（妊婦：121人　夫：102人） 445 380

②事後アンケートにて
参加目的が「達成され
た」参加者の割合

子育てを行う両親の多様なニーズに対応し、妊娠・出産・育児に関する情報
の提供や、仲間づくり等の支援を行うことで、両親が前向きに安心して子育て
ができることを担う。
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資料１－２　食育関連事務事業評価・所属（担当部署等）別事業内訳

予算 実績 目標値 実績値 達成率 貢献度 有効性 投下量 評価結果 評価結果を踏まえた課題・今後の方向性
総括評価対 象

個別評価

指標名
所属 № 事 業 名

分野
記号

実　施
年　度

事 業 概 要 ・ 目 的 等 主 な 平 成 24 年 度 事 業 実 績 ・ 平 成 25 年 度 事 業 予 定

事業費(単位：千円） 成果指標

Ｈ21 Ｈ21

Ｈ22 Ｈ22

Ｈ24

①学習資料作成・配布部数4,000部（市内小学校及び関係
機関）
②体験交流事業　開催数：4回、参加人数：97人
　 実施内容：市内施設での体験学習

1,868 1,800 Ｈ24
①4,000部
②80人

①4,000部
②97人

①100％
②121.3％

Ｈ25
①学習資料作成・配布予定部数4,200部（市内小学校及び
関係機関）
②農山村の生活体験、参加者及び関係者等による交流事業

1,900 ― Ｈ25
①4,200部
②80人

― ―

Ｈ21

・市水産業振興協議会の設置・運営
・水産物等に関するアンケート調査の実施
・季節の魚料理教室の開催
・いわき海食再発見プロジェクト（魚市場祭りへの出展）など

2,601 2,249 Ｈ21

Ｈ22

・市水産業振興協議会の運営
・水産物流通実態調査等業務委託
・“買いたい”魚（さかな）ものづくりプロジェクト推進事業（※福島県緊急雇用
創出事業）

4,640 4,512 Ｈ22

Ｈ24
・水産物の消費拡大に向けた取組み（市内外への出展等）
　※福島県緊急雇用創出事業　水産物消費拡大事業と連携
・いわきサイエンスカフェ事業（本市水産業について考えていく場）

1,841 968 Ｈ24
①10回
②10回

①12回
②12回

①100％
②5回

Ｈ25

・水産物の消費拡大に向けた取組み（市内外への出展等）
　※福島県緊急雇用創出事業　水産物消費拡大事業と連携
・いわきサイエンスカフェ事業（本市水産業について考えていく場）
・（仮称）新・いわき市水産業振興プランの策定

2,758 ― Ｈ25
①10回
②12回

― ―

Ｈ21
平成2１年11月20日（金）永井中学校で伝統食料理教室を実施。生徒16
名が参加。メニュー：混ぜご飯、すいとん、かぼちゃの親子煮

50 46 Ｈ21 １回 １回 100%

Ｈ22
平成22年11月24日（水）永井中学校で伝統食料理教室を実施。生徒18名
が参加。メニュー：七浜焼き（五平餅）、のっぺい汁、切昆布の油炒め 53 53 Ｈ22 １回 １回 100%

Ｈ24

平成25年3月19日（火）永井中学校で伝統食料理教室を実
施。生徒14名が参加。保護者の参観と給食試食会を合同で
実施。
メニュー：混ぜご飯、白和え、そば大福。

52 52 Ｈ24 １回 １回 100%

Ｈ25
平成25年11月15日（金）永井中学校で伝統食料理教室を実
施予定

60 ― Ｈ25 １回 ― ―

Ｈ21 0 0 Ｈ21

Ｈ22

・在来作物や伝統的な農作物加工法の調査
・展示・実証圃の設置
・スローフードフェスティバルの開催。参加者
・アーカイブの発行　等

14,010 14,010 Ｈ22
①１回
②１回

①１回
②１回

①100％
②100％

Ｈ24

・在来作物や伝統的な農作物加工法の調査
・展示・実証圃の設置
・スローフードフェスティバルの開催。参加者５０名
・アーカイブの発行　等

25,001 25,001 Ｈ24
①１回
②１回

①１回
②１回

①100％
②100％

Ｈ25

・在来作物や伝統的な農作物加工法の調査
・展示・実証圃の設置
・体験農園と料理教室
・スローフードフェスティバルの開催（２回）
・アーカイブの発行　等

23,216 ― Ｈ25
①２回
②１回

― ―

農
業
振
興
課

農
林
水
産
部

①フェスティバル開催数

現行A A A
①100％
②100％

②アーカイブ冊子作成

在来作物や伝統的な農産物加工を
次世代に継承し、特色ある「いわき産
農産物」という伝統野菜としてブランド
化につなげたい。

C－１　　５点
C－２　　５点
C－３　　５点
D－１　　５点
D－２　　３点
D－３　　５点

Ｈ23

・在来作物や伝統的な農作物加工法の調査
・展示・実証圃の設置
・スローフードフェスティバルの開催。参加者５０名
・アーカイブの発行　等

18,900 18,900 Ｈ23
①１回
②１回

①１回
②１回

―

伝統食料理教室の実施

本市に古くから伝わっているが、いまや消えつつある在来作物や伝統的な農
作物加工法を調査し、貴重な地域資源として次世代に継承するため、在来
作物の栽培方法やその調理法、伝統的な農産物加工法をアーカイブとして
整備する。
　また、在来作物を食材とした料理や伝統的な農産物加工法による料理を
提供するような市民参加型のイベントを開催し、在来作物に対する市民への
普及啓発を図る。

市 内 一 円

現行B A A―
食農教育の充実や地産地消の推進等を図ることを目的に、小・中学生を対
象とした、地元で生産された農産物を使った料理教室や地域に伝わる伝統
料理に関する料理教室を開催するもの。

小・中学生(三和地
区 ）

食農教育の充実や地産地消の推進
等を図ることが概ねできた。しかし、原
発事故後の農産物に対する風評被
害の影響から、保護者の地元産野菜
の使用に対する理解を得ることがいま
だ難しく、食材に対する取り扱いを今
後も慎重に進めていく必要がある。

Ａ－１　　５点
Ａ－３　　５点
Ａ－４　　５点
B－１　　５点
B－２　　５点
B－３　　５点
C－１　　５点
C－２　　５点
C－３　　５点
D－１　　５点
D－２　　３点
D－３　　５点
E－１　　５点
E－２　　５点

Ｈ23 震災の影響に伴い、実施せず 0 0 Ｈ23 ―

その他⇒
原発事故に
より沿岸域
の漁の自粛
が継続して
いる状況等
を踏まえ、

新たな水産
業振興プラ
ンの策定を

行う。

　平成26年度以降、新たな水産業振
興プランの方向性に基づいた施策の
構築を図る

  C－３　　　３点
　D－３　　　３点
　E－１　　　３点

Ｈ23
・水産物の消費拡大に向けた取組み（市内外への出展等）
　※福島県緊急雇用創出事業　水産物消費拡大事業と連携
・いわきサイエンスカフェ事業（本市水産業について考えていく場）

1,319 201 Ｈ23
①10回
②5回

①10回
②5回

市水産業振興プランの着実な推進に向け、地産地消を基本とした水産物の
消費及び販路拡大をはじめとする各種施策を推進するもの。

一 般 市 民

①水産物の消費拡大に
向けた取組み（市内外へ
の出展数）

C A B
①100％
②5回

②いわきサイエンスカ
フェの開催回数

42 水産業振興プラン推進事業

43
第二期新農業生産振興プ
ラン推進事業費補助金（料
理教室関係）

C－３
D－３
E－１

Ｈ21～

44
（緊急雇用）伝統農産物
アーカイブ事業

水
産
振
興
室

現行A A A

②参加者数

B－１
D－１
Ｄ－２

F

農
政
水
産
課

41 農業・農村復興学習体験事業

  B－１　　　５点
　D－１　　　３点
　D－２　　　３点

Ｈ23
※平成24年度に事業統合により新設されたため以前の実績な
し

Ｈ23

H24．4．
1～

H25.3.31

H24．7．
4～

H25.3.27

本市の農業の特色や復興への姿を紹介した学習資料を子供たちに配布す
ることにより、本市農業への理解の醸成を図る。また、都市部の小中学生や
学校関係者が、本市農村と交流し、農業体験を行ったり、震災からの復興
へ向かう姿を学ぶことにより、本市農業・農村への理解を深めてもらい、震災
で疲弊した本市農村の復興への糸口とする

①学習資料作成事
業・・・市内小学5年
生、②体験交流事
業・・・都市部の小中
学生及び学校関係

者

①学習資料の作成・配
布部数
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資料１－２　食育関連事務事業評価・所属（担当部署等）別事業内訳

予算 実績 目標値 実績値 達成率 貢献度 有効性 投下量 評価結果 評価結果を踏まえた課題・今後の方向性
総括評価対 象

個別評価

指標名
所属 № 事 業 名

分野
記号

実　施
年　度

事 業 概 要 ・ 目 的 等 主 な 平 成 24 年 度 事 業 実 績 ・ 平 成 25 年 度 事 業 予 定

事業費(単位：千円） 成果指標

Ｈ21 0 0 Ｈ21

Ｈ22 0 0 Ｈ22

Ｈ24

○農商工連携プロデューサーによる継続的な支援を実施
○セミナーの開催
　・連携推進フォーラム2013 in いわき（H25.3.19開催）
○事業可能性調査に係る助成（３件）
　・いわき発フルーツ　フェイジョアのいわきブランド化プロジェ
クト
　・マコモダケのいわきブランド化プロジェクト
　・かつおのジャーキーいわきブランドプロジェクト

2,358 2,243 Ｈ24

Ｈ25
○農商工連携プロデューサーの配置
○セミナー、講演会の開催
○事業可能性調査に係る助成

2,358 ― Ｈ25

Ｈ21

交付団体：４団体
交付対象事業
①薬膳こんにゃくと薬膳料理ＰＲ事業
②いわきの物産と観光展の開催
③小名浜魚市場祭りの開催
④いわき産品求評見本市の開催

2,000 1,700 Ｈ21

Ｈ22

交付団体：４団体
交付対象事業
①小名浜魚市場祭りの開催
②いわきの物産と観光展の開催
③いわき産品求評見本市の開催
④いわきふるさと産品推奨コンクールの開催

1,500 1,500 Ｈ22

Ｈ24

交付団体：3団体
交付対象事業
①カジキマグロを使用した料理の宣伝・普及
②いわき産木材（杉）を活用した商品開発
③養殖魚（バラマンディ・ジェイドパーチ）を原材料とした商
品の開発

1,500 937 Ｈ24

Ｈ25

交付団体：3団体
交付対象事業
①カジキの新商品開発
②カジキの新商品開発
③カジキグルメコンテストの開催等

1,500 ― Ｈ25

商
工
観
光
部

産
業
・
港
湾
振
興
課

45

F Ｈ３～ Ｈ23

交付団体：3団体
交付対象事業
①「ＣＯＵＮＴＤＯＷＮ　ＪＡＰＡＮ　１１／１２」への出展
②とうふかまぼこの宣伝・普及
③いわき産品の宣伝・普及及び商品改善

1,500 867 Ｈ23 B B 現行

特に東日本大震災及び東京電力福
島第一原子力発電所事故以降、こ
れまで受け継がれてきた郷土料理や
行事食などの食文化が衰退しつつあ
ることから、これらを継承していくため
に、郷土料理や行事食に精通した人
材を育成していくほか、各種イベント等
での普及・宣伝活動を行う必要があ
る。

現行

本事務事業においては、地元産農産
物を活用した新たな商品や、健康食
品開発等を実施する市内事業者等
の取り組みを支援しており、販売実績
の成果としては、不十分であるものの、
今後も継続的な支援により、風評被
害を払拭するとともに、本市における
地産地消を促進していく必要があると
考える。

C CＨ23 C

「地域における資源、技能等その特性を生かして生産し、又は加工されたふ
るさと産品の育成を図り、地域経済の活性化に資する」ことを目的に、ふるさ
と産品の育成に係る事業に対し、補助金を交付する。

市内物産関係事業者 B

F Ｈ23～27

東日本大震災並びに原子力発電所事故に伴う風評被害により甚大な被
害を受けた市内産業・経済の復興に向けて、地域資源を有効に活用した農
商工連携による新商品開発を支援し、市内産業・経済の活性化を図る。

農林漁業者、中小
企業者

Ｈ23

○農商工連携プロデューサーによる支援実績
　・いろいろ米（無農薬混植古代米）を用いた新麺の開発
　・ロシア産蜂蜜を用いた加工食品開発
　・薬膳の郷・ヘルスツーリズムプログラム事業
　・燻製サンマの新たな用途開発・商品化事業
　・サンシャイントマト、ブルーベリー等の販路開拓、加工新
商品開発
（上記案件について、事業化に向けた指導・助言、商品開
発等に係る獲得支援を実施）

2,239 695農商工連携推進事業

46
ふるさと産品育成事業（旧い
わきまるごとプロモーション事
業）
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資料１－２　食育関連事務事業評価・所属（担当部署等）別事業内訳

予算 実績 目標値 実績値 達成率 貢献度 有効性 投下量 評価結果 評価結果を踏まえた課題・今後の方向性
総括評価対 象

個別評価

指標名
所属 № 事 業 名

分野
記号

実　施
年　度

事 業 概 要 ・ 目 的 等 主 な 平 成 24 年 度 事 業 実 績 ・ 平 成 25 年 度 事 業 予 定

事業費(単位：千円） 成果指標

Ｈ21

＜「食に関する指導」実施状況＞
小学校　１７６時間
中学校　  ３９時間
幼稚園    　３時間

0 0 Ｈ21

Ｈ22
＜「食に関する指導」実施状況＞
小学校　５６校　１９４時間
中学校　２４校　  ３２時間

0 0 Ｈ22

Ｈ24
＜「食に関する指導」実施状況＞
小学校　７０校　１２９時間
中学校　２４校　  ２７時間

0 0 Ｈ24

Ｈ25

（昨年度同様に実施）
・各小中学校から希望を募り、栄養教諭・学校栄養職員による「食に関する
指導」
 を実施する。
・各小中学校において、

0 ― Ｈ25

Ｈ21

１　期日・会場　6月4日（木）　14:00～16:30　　文化センター4階　大会議室
２　内容　　　　　(1) 講義「いわき市における食育の推進について」
　　　　　　　　　　(2) 実践発表「学校で進める食育指導」
３　参加人数　　40名程度

0 0 Ｈ21

Ｈ22

１　期日・会場　8月2日（月）　9:00～16:30　　合同庁舎　大会議室
２　内容　　　　　(1) 講義「食育推進コーディネータの役割」
　　　　　　　　　　(2) 実践発表「栄養教諭を活用した食育推進事例」　等
３　参加人数　　40名程度

0 0 Ｈ22

Ｈ24

１　期日・会場　8月10日（金）　9:00～16:00　　合同庁舎　南分庁舎
２　内容　　　　　(1) 講義「食育推進コーディネータの役割」
　　　　　　　　　　(2) 実践発表「栄養教諭を活用した食育推進事例」　等
３　参加人数　　40名程度

0 0 Ｈ24

Ｈ25 ・昨年度同様に実施する予定 0 ― Ｈ25

Ｈ21
・年に2回、6月と11月に運動を実施。
・摂取率：1回目97.63％　2回目98.17％

0 0 Ｈ21

Ｈ22
・年に2回、6月と11月に運動を実施。
・摂取率：1回目98.47％　2回目98.54％ 0 0 Ｈ22

Ｈ24
・年に2回、6月と11月に運動を実施。
・摂取率：1回目98.67％　2回目98.56％ 0 0 Ｈ24

Ｈ25

・６月と１１月の２回実施する予定。
･本運動を通して、朝食摂取の状況を把握するとともに、各学校が実情に応
じた
 効果的な食育を推進し、朝食摂取率や生活リズムの向上、児童生徒の望
まし
 い食習慣の形成、保護者の意識の高揚、地域との連携強化などが見られる
よ
 う、働きかけを行う。

0 ― Ｈ25

教
育
委
員
会

各学校の「食育全体計画」
における食育指導の事業実
施

  A－１　　　４点
　B－１　　　４点
　B－２　　　４点

Ｈ23

･1回目は中止、2回目は「朝食を見直そう週間運動」と名称を改め、11月
 上旬の1週間に実施。震災後の自分の食生活を見つめ直すことができる
 1週間となるよう働きかけた。
・摂取率：98.48％

0 0 Ｈ23

①特定健診受診率

②特定保健指導実施率

B A A 現行49
朝食摂取率100％週間運
動の実施→朝食を見直そう
週間運動

A－１
B－１
B－２

F

年に２回、朝食摂取率を調査することで、児童生徒及びその保護者や教職
員に朝食摂取の大切さを再認識させるとともに、食に関する理解を深め、生
活リズムを改善し、望ましい食習慣の形成を図ることにつなげる。

幼稚園（園児）、小
学校（児童）、中学
校 （ 生 徒 ）

0 0 Ｈ23 A A A 現行 B－１　　５点48 「食育指導講座」の開催 B－１ Ｈ21～
食育を推進するコーディネーター等に、食育指導のあり方について、研修を深
める機会とする。

新規の食育推進コー
ディネーター及び前
年度研修会に参加
できなかった者

Ｈ23 震災の影響により実施せず

A 現行 B－１　　５点
小学校（児童）、中
学 校 （ 生 徒 ）

B AＨ23
＜「食に関する指導」実施状況＞
小学校　６６校　１２４時間
中学校　２０校　  ２３時間

0 0 Ｈ23B-１ Ｈ19～

各学校が、食育基本法や児童生徒の食生活の実態を踏まえて作成した
「食育全体計画」に基づき、栄養教諭・学校栄養職員や食育推進コーディ
ネーターを中心に、学級活動・家庭科・保健体育科等、教育活動全体を通
して食育を推進する。

47

学
校
教
育
課
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資料１－２　食育関連事務事業評価・所属（担当部署等）別事業内訳

予算 実績 目標値 実績値 達成率 貢献度 有効性 投下量 評価結果 評価結果を踏まえた課題・今後の方向性
総括評価対 象

個別評価

指標名
所属 № 事 業 名

分野
記号

実　施
年　度

事 業 概 要 ・ 目 的 等 主 な 平 成 24 年 度 事 業 実 績 ・ 平 成 25 年 度 事 業 予 定

事業費(単位：千円） 成果指標

Ｈ21
学校給食における廃油を全てリサイクルする。
食用廃油年間売り払い量　平成２１年度実績　４０．０００ℓ

0 0 Ｈ21

Ｈ22
学校給食における廃油を全てリサイクルする。
食用廃油年間売り払い量　平成２２年度実績　４７．９７２ℓ

0 0 Ｈ22

Ｈ24
学校給食における廃油を全てリサイクルする。
食用廃油年間売り払い量　平成２４年度実績　２２．５８０ℓ

0 0 Ｈ24

Ｈ25

学校給食における廃油を全てリサイクルする。
食用廃油年間売り払い量　平成２５年度見込み　４０．８００ℓ
　※　平成２５年度は全ての小中学校へ給食を提供できるよう
になったため。

0 ― Ｈ25

Ｈ21
学校給食の食材についての、安全性の確認書や栄養成分一覧表を、
学校給食運営委員等に情報提供した。

0 0 Ｈ21

Ｈ22
学校給食の食材についての、安全性の確認書や栄養成分一覧表を、
学校給食運営委員等に情報提供した。

0 0 Ｈ22

Ｈ24

震災後、被災した共同調理場復旧に向けてのプロジェクト会議等を
開催したため運営委員会は開催していない。
学校給食に使用する食材の放射性物質検査の結果と産地を公表し
ている。

0 0 Ｈ24

Ｈ25

震災前の学校給食運営委員会を開催予定だが、加えて現在
行っている
学校給食に使用する食材の放射性物質検査の結果と産地を
公表していくことを事業内容に盛り込む。

0 ― Ｈ25

Ｈ21
学校の給食時間に合わせ栄養士等が学校訪問し食の指導・実態調査
を行った。
家庭配付献立表や栄養だより等を通して情報を提供した

0 0 Ｈ21

Ｈ22
学校の給食時間に合わせ栄養士等が学校訪問し食の指導・実態調査
を行った。
家庭配付献立表や栄養だより等を通して情報を提供した。

0 0 Ｈ22

Ｈ24

学校の給食時間に合わせ栄養士等が学校訪問し食の指導・実態調査
を行った。
家庭配付献立表や栄養だより等を通して情報を提供した。 0 0 Ｈ24

Ｈ25 継続して、学校における食育活動を行う。 0 ― Ｈ25

Ｈ21
  ①食育、食の安全に関する意見交換等（10回）
　②学生や一般消費者等への情報提供等（34回）
　③食育講座及び調理体験の支援協力等（14回）

0 0 Ｈ21

Ｈ22
  ①食育、食の安全に関する意見交換等（11回）
　②学生や一般消費者等への情報提供等（121回）
　③食育講座及び講座開催の支援協力等（22回）

0 0 Ｈ22

Ｈ24
  ①食育、食の安全に関する意見交換等（3回）
　②学生や一般消費者等への情報提供等（137回）
　③食育講座及び講座開催の支援協力等（3回）

0 0 Ｈ24

Ｈ25
  ①意見交換会等は、関係機関と連携し開催。
　②情報提供は、継続し定期・継続的に開催。
　③食育講座等の支援協力は、各要請に対応。

0 ― Ｈ25

教
育
委
員
会

現行

食育を推進する個人・団体の個々の
点的な取組が相互連携で、面的な
取組へと発展した。継続的な進展を
目前に震災が起き食育講座等の取
組に関しては、休止状態となった。第
２次食育推進計画の「生涯食育」を
ひとり一人が実践できるよう関係機関
と再度、連携を図り効果的な周知・
啓蒙活動を行い、ひとりでも多く健康
的な食生活等を理解し、実践できる
ような動機付けを継続的に行う方向
性である。

  A－１　　　４点
　A－２　　　４点
　A－３　　　４点
　A－４　　　３点
  B－１　　　４点
  B－２　　　４点
　B－３　　　４点
　B－４　　　４点
  C－１　　　４点
　C－２　　　４点
　C－３　　　５点
　C－４　　　３点
  D－１　　　４点
  D－２　　　４点
　D－３　　　４点
　E－１　　　４点
　E－２　　　４点

Ｈ23
  ①食育、食の安全に関する意見交換等（2回）
　②学生や一般消費者等への情報提供等（56回）
　③食育講座及び講座開催の支援協力等（3回）

0 0 Ｈ23
食育推進計画の数値目標の達成に向け、関係機関と連携し効果的に推
進。

小中学生や高校・大
学及び一般消費者
等（依頼に応じて対
応 ）

B B B

農
林
水
産
省
　
東
北
農
政
局

い
わ
き
地
域
セ
ン
タ
ー

53
食育基本法及び食育基本
計画に基づく食育推進の取
組（食育推進運動の展開）

  A－１
　A－２
　A－３
　A－４
  B－１
  B－２
　B－３
　B－４
  C－１
　C－２
　C－３
　C－４
  D－１
  D－２
　D－３
　E－１
　E－２

H18～

B－２　　５点
B－３　　５点

Ｈ23
学校の給食時間に合わせ栄養士等が学校訪問し食の指導・実態調査
を行った。
家庭配付献立表や栄養だより等を通して情報を提供した。

0 0 Ｈ23 A A 見直し

貢献度、有効性とも評価は高いが、
新たに平成２４年度に策定した教育
委員会の食育・健康推進プロジェクト
の内容を盛り込み、メイン事業である
親子ふれあい弁当デーや地元の高
校・食品加工工場とのタイアップによる
特色ある学校給食の拡大ほかサブ事
業を実施して、保護者や広く市民を
含む地域にまで配信していく。

B－２
B－３

-
給食を「生きた教材」とし、総合的な健康教育の一環として食に関わる人た
ちへの
感謝の気持ちをはぐくみ、食物を大切にする心を育てる。

学 童 期 A

E－１　　３点Ｈ23

震災後、被災した共同調理場復旧に向けてのプロジェクト会議等を
開催したため運営委員会は開催していない。
学校給食に使用する食材の放射性物質検査の結果と産地を公表し
ている。

0 0 Ｈ23 C C 見直し

平成２３年３月１１日の震災後、食に
関する安全性について方向性が変わ
り、現時点では,学校給食に使用する
食材の放射性物質を事前検査し、そ
の結果を産地とともにホームページで
公表していることから、今後は、事業
内容を見直したい。

Ｈ２０～
学校給食の食材についての、安全性の確認書や栄養成分一覧表を、学校
給食運営委員等に情報提供する。

学校給食運営委員 C

C－３　　５点
E－２　　５点

Ｈ23
学校給食における廃油を全てリサイクルする。
食用廃油年間売り払い量　平成２３年度実績　１５．７２０ℓ

0 0 Ｈ23 A B 現行 次年度も現行通り実施するE-２
廃食油のリサイクルなど環境型社会の現実を目指し、環境教育等を通じた
意識の
普及等に努める。

学 童 期 B

52
地産地消の取り組みと郷土
料理の給食実施

学
校
支
援
課

50
学校給食における廃油リサイ
クル

51
食の安全性・栄養に関する
調査と情報の提供
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資料１－２　食育関連事務事業評価・所属（担当部署等）別事業内訳

予算 実績 目標値 実績値 達成率 貢献度 有効性 投下量 評価結果 評価結果を踏まえた課題・今後の方向性
総括評価対 象

個別評価

指標名
所属 № 事 業 名

分野
記号

実　施
年　度

事 業 概 要 ・ 目 的 等 主 な 平 成 24 年 度 事 業 実 績 ・ 平 成 25 年 度 事 業 予 定

事業費(単位：千円） 成果指標

Ｈ21

・出前講座２件　　食料自給率（渡辺小学校）
　　　　　　　　　　　ふくしまの農林水産業（田人第一小学校）
・体験学習１件　　たんぼの学校　稲作体験等（渡辺小学校）
・情報提供１件　　農業に関するパネルの貸出（いわき総合高等学校）

0 0 Ｈ21

Ｈ22

・出前講座３件　 木工工作（永崎小学校）
　　　　　　　　　　　いわきの農業（玉川中学校）
　　　　　　　　　　　食品表示講習（弁当・総菜関係営業者）
・体験学習１件　 たんぼの学校　稲作体験等（夏井小学校）

0 0 Ｈ22

Ｈ24
・出前講座２件　　森林の働き（三和中学校）
　　　　　　　　　　　農業でがんばっている人たち（三和中学校）
・体験学習１件　　たんぼの学校　稲作体験等（赤井小学校）

0 0 Ｈ24

Ｈ25
随時、申込みを受付するとともに、担当部署と調整し対応す
る。

0 ― Ｈ25

Ｈ21
・開催日：平成２１年１１月２４日
・対象者：磐城農業高校生活科学科３年生　１０名
・内容：旬の食材を用いた郷土食の調理実習

0 0 Ｈ21

Ｈ22
・開催日：平成２２年１２月７日
・対象者：磐城農業高校生活科学科３年生　１４名
・内容：いわき地方の郷土食の調理実習

0 0 Ｈ22

Ｈ24 震災のため実績なし 0 0 Ｈ24

Ｈ25 時期未定・内容検討中 0 ― Ｈ25

Ｈ21
「開校式」「ビオトープ」「田植え」「かかしづくり」「草取り」「生きもの調査」「分け
つ調査」「いなごとり」「稲刈り」「脱穀」「収穫祭」「修了式」

32 32 Ｈ21
①12回
②24人

①12回
②24人

①100％
②100％

Ｈ22
「開校式」「あぜシート張り」「田植え」「かかしづくり」「草取り」「生きもの調査」
「分けつ調査」「いなごとり」「稲刈り」「脱穀」「収穫祭」「修了式」 32 20 Ｈ22

①12回
②23人

①12回
②23人

①100％
②100％

Ｈ24
「開校式」「田植え」「かかしづくり」「生きもの調査」「分けつ調査」「稲刈り」「脱穀」「収穫
祭」「修了式」 32 0 Ｈ24

①８回
②65人

①８回
②65人

①100％
②100％

Ｈ25
「開校式」「田植え」「生きもの調査」「分けつ調査」「かかしづくり」「稲刈り」「脱
穀」「収穫祭」「修了式」 32 ― Ｈ25

①９回
②59人

― ―

Ｈ21 Ｈ21

Ｈ22

・○朝食摂取率100％週間運動 （6月と11月の各1週間）
○わたしがつくる朝ごはんコンテストの実施
○食育推進実践校表彰
○食育推進地域検討委員会による食育推進
○栄養教諭各校訪問
○食育推進連絡協議会の開催
○食育推進コ－ディネーター研修会の実施（８月）
○栄養教諭食育推進研修会の実施（１２月）

Ｈ22

Ｈ24

○朝食摂取率１００％週間運動の実施（６月、１１月）
○わたしがつくる朝ごはんコンテストの実施
○食育推進実践校表彰
○食育推進地域検討委員会による食育推進
○栄養教諭各校訪問
○食育推進連絡協議会の開催
○食育推進コーディネーター研修会の実施（８月）
○栄養教諭食育推進研修会の実施（１２月）

103 103 Ｈ24

Ｈ25

「学校における食育推進プロジェクト」（H25～、H24までは「ふくしまっ子食育推進ネット
ワーク事業」）
○学校における食育推進委員会の開催（6月、2月の年2回）
○朝食について見直そう週間運動の実施（6月、11月の各1週間）
○わたしがつくる朝ごはんコンテストの実施
○食育推進実践校表彰

― Ｈ25

健康及び食生活の課題を明確にし、学校における食育推進の基本方針及
び評価指標を開発するとともに、家庭、学校、地域の協働による食育の推進
を図る。

B 見直し

・平成25年度から「学校における食育
推進プロジェクト」に変更し、学校にお
ける食育の進め方について検証する。
・食育推進に向けて学校の指導体制
整備を図るために、「学校における食
育推進委員会」を設置し、健康及び
食生活の課題を明確にする。
・自校の生徒の食生活の課題を把握
して、食育に関係する教科等との関
連を図るとともに、指導に当たっては実
践事例集を活用する。
・食育全体計画を策定し、食育推進
コーディネーターを中心に、家庭や地
域との連携を図りながら、学校教育活
動全体で組織的に取り組む

A A

A－１
A－３
B－１
B－２
B－３
B－４
C－２
C－３
D－２
D－３
E－１

Ｈ22～

現行の事業手法により、施策の推進
に貢献し、期待された効果が得られて
いる。

A A
①100％
②100％

②参加者人数

A－１　　４点
A－３　　４点
B－１　　４点
B－２　　３点
B－３　　５点
B－４　　４点
C－２　　４点
C－３　　３点
D－２　　３点
D－３　　５点
E－１　　５点

Ｈ23

①9回
②15人

①9回
②15人

①開催回数

A

幼稚園、小学校、中
学校、高等学校、特
別支援学校

現行

Ｈ23

○朝食摂取率100％週間運動（11月の1週間）
○食育推進地域検討委員会（第１回：１０月７日、第２回：２月８日）
○食育推進連絡協議会（第１回：８月２５日、第２回：２月１５日）
○栄養教諭各校訪問（永戸小、差塩小、川部小、三坂小、大浦小、永井中）
○栄養教諭食育推進研修会（１２月１５日）

83 83

A－３
B－１
C－１
C－２
C－３
D－１
D－２
D－３
E－１
E－２

Ｈ20～
一年間を通して水稲の作付けから収穫までの農作業を体験することを通じ、
地域の農業と土地改良施設への理解と関心を深めてもらうことを目的とした
環境教育事業。

いわき市立赤井小
学校　５年生

A－３　　５点
B－１　　５点
C－１　　５点
C－２　　５点
C－３　　５点
D－１　　５点
D－２　　５点
D－３　　５点
E－１　　５点
E－２　　５点

Ｈ23
「開校式」「田植え」「かかしづくり」「生きもの調査」「分けつ調査」「稲刈り」「脱
穀」「収穫祭」「修了式」 32 8 Ｈ23

B－4　　3点
E－2　　3点

Ｈ23 震災のため実績なし 0 0 Ｈ23 B A 現行
・開催内容については、教育機関（農
業高校）と再検討

B－4
E－1

Ｈ21～
H26

農業高校等の生徒を対象に、農業青年クラブ員等との意見交換等を通じて
就農への動機付けを図る。

福島県立磐城農業
高校

C

  D－１　　　2点
　D－2　　　2点
　D－3　　　2点

Ｈ23 実績なし 0 0 Ｈ23 A B 現行

原発事故以降、いわき市農産物やそ
の加工食品の安全確保に向けた、生
産、製造加工、一般消費、学校教
育等の関係機関における取組みを広
く一般市民に周知することが、食に対
する信頼の回復、地元産農産物の風
評被害の解消、地産地消の回復と食
育の推進等を図るうえで重要と考えら
れる。
　一般市民向けには、いわき市教育
委員会が所掌している幅広い内容で
の「市民講座」が常設されていることか
ら、当該講座への安全確保取組みメ
ニューの追加なども有効ではないかと
考えられ、又、市食育推進計画見直
しの中でも検討されるべき課題と考え
られる。

D-1
D-2
D-3

Ｈ16～

「食」や「農林水産業」に関する「見たい・知りたい」にお応えするため、福島県
が出前講座や体験学習、見学可能な施設などを「食農応援メニュー」として
まとめ、学校の授業や地域の学習会などに利用いただくことを目的にしてい
る。

小学生、中学生、高
校生、学校指導者
の他、一般県民も広
く対象としている。

D

56 「ふくしまの農育」推進事業

い
わ
き
農
林
事
務
所

福
島
県

57
「ふくしまっ子食育推進ネット
ワーク事業」

54 食農応援メニュー

55
農業高校等連携促進事業
フレッシュ農業ガイド講座（食
農教育）

い
わ
き
教
育
事
務
所
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